
平成16年８月 やまびこ
1 11

  
発 
刊 
に 
あ 
た 
っ 
て

社
会
福
祉
法
人
哲
西
福
祉
会　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

生　

原　

義　

人　

　

広
報
「
や
ま
び
こ
」
の
発

刊
に
よ
せ
て
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
四
月
、
新
法
人
哲
西

福
祉
会
が
設
立
さ
れ
、
こ
の

法
人
の
下
で
「
共
に
支
え
合

う
地
域
社
会
の
創
出
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も

と
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

哲
西
荘
を
は
じ
め
平
成
の
丘

の
一
連
の
施
設
の
管
理
運
営

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
が
今
、
哲

西
町
が
最
重
要
施
策
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一

体
化
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
地
域

包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
拠
点

の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
地
域

の
皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
親

し
み
愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、

末
永
く
機
能
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
ま
で

ど
お
り
の
こ
と
を
続
け
て
行

く
の
み
で
な
く
、
地
域
の
人

人
が
求
め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、

行
政
と
協
力
し
て
実
施
し
て

行
く
サ
ー
ビ
ス
等
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し

た
総
合
的
な
法
人
運
営
を
展

開
し
て
行
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
小
泉
内

閣
が
提
唱
し
て
い
ま
す
三
位

一
体
改
革
の
中
で
来
年
度
予

算
も
一
兆
円
削
減（
う
ち「
厚

労
省
関
係
」
六
、
〇
〇
〇
億

円
）
が
実
施
さ
れ
、
平
成
十

二
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
実

施
し
て
き
た
介
護
保
険
事
業

に
か
か
る
次
回
（
平
成
十
八

年
度
）
の
報
酬
改
定
で
は
六

〜
七
％
カ
ッ
ト
は
避
け
ら
れ

な
い
状
態
で
あ
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

国
の
状
況
下
の
中
で
、
当
福

祉
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
民

間
企
業
以
上
に
経
営
力
を
培

い
、
か
つ
社
会
的
使
命
を
果

た
し
て
行
け
る
よ
う
役
職
員

一
同
意
を
新
た
に
努
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
意

見
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
「
や
ま
び
こ
」
を
発

刊
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
四
月
一
日
よ

り
、
二
〇
床
増
床
さ
れ
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
哲
西
荘

を
は
じ
め
哲
西
町
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
平
成
の
丘
に

あ
る
関
連
福
祉
施
設
が
、
新

法
人
社
会
福
祉
法
人
哲
西
福

祉
会
と
し
て
新
た
に
事
業
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。
哲
西

荘
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
七

年
よ
り
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
私
に
と
っ
て
地
域
の
皆

様
、
ま
た
、
前
法
人
の
社
会

福
祉
法
人
愛
誠
会
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
今
日
ま
で
こ
ら

れ
た
こ
と
に
対
し
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「
共
に
支
え
合
う
地
域
社
会

の
創
出
」
と
い
う
理
念
の
も

と
に
、
職
員
一
同
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

い
っ
そ
う
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

施設長  生内　良勲
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ていただけるよう全員（寮母室・医務室一同）

2

哲西福祉会
訪問介護事業所

体へ障害がある方へのサービス）、軽度生活支援事

業（７５歳以上の一人暮らしの方、８５歳以上の高齢者

のみの世帯で希望される方）で援助を必要とされ

てる方へのサービスをさせていただいています。

　住み慣れた自宅で一日でも長く生活できるよう

に、また元気で明るく地域に密着し、皆様に喜ん

でいただけるホームヘルパーであるよう頑張って

いきたいと思っていますのでよろしくお願いします。

事　務　所

調　理　室

居者に応じた

のバランスは

ろんのこと、

感や行事食を

にし、手作り

だわった食事

しんでいただ

います。　家庭

囲気に近い充

た食事を提供

るよう日々努

ています。

ケアハウスてっせい
　６０歳以上の方（夫婦の場

合、どちらか６０歳以下でも

可）で、高齢のため常時自炊

等に困難や独立して生活す

ることに不安を感じる方が

入所できます。

○利用料　１人の月額　　７２，４９０円～１２３，５９０円

※入居者の方の年収により決定

紹  介

事 業 所

ーム哲西荘　寮   母   室

　私たちホームヘル

パーは、訪問介護事業

（介護保険での身体介

護や生活援助サービス）

や居宅生活支援事業（身
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　ご利用者にとって安心して過ごして

で頑張ります。

3 3

哲西荘デイサービスセンター

　一般型（仮称：あおぞら）

　平成の丘の一番の高台にあ

り、見晴らしもよく職員一同笑

顔で一人一人の方と丁寧に接

していくことを目標に頑張っ

ています。ぜひご利用ください。

　通所介護事業

　生きがい活動支援通所事業

　身障デイサービス事業

　　定員　２５名

　痴呆型（仮称：ひまわり）

　少人数ということもあ

り、家庭的雰囲気の中で安

心した生活が送れるよう

個別ケアを行っています。

お気軽にご利用ください。

　　定員　１０名

　「安心して暮らせる地域づくりのお

手伝い」を目指して頑張っています。

　居宅介護支援事業所では、介護認定

　入居

栄養

もち

季節感

大切

にこ

を楽

いてい

の雰

実し

でき

力して

医   務   室

居宅介護支援事業所
在宅介護支援センター

特別養護老人ホー

を受けておられる方のケアプランを作成し、在宅での生活を

支援しています。

　また、在宅介護支援センターの委託を受け、地域の実情を

把握するという役割もあります。
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評
議
員　

小
川　

平
造

　

〃　
　

宮
崎　

達
子

　

〃　
　

土
屋　
　

一

　

〃　
　

宮
島　

速
男

　

〃　
　

池
田
一
二
三

　

〃　
　

沖
田　

恵
子

　

〃　
　

生
内　

良
勲

　

〃　
　

吉
岡　
　

学

　

〃　
　

妹
尾　

生
男

　

〃　
　

北
原　
　

進

　

〃　
　

石
井　
　

齋

　

〃　
　

清
水　

里
子

　

〃　
　

東　
　

勝
昭

　

〃　
　

一
柳　

幸
寛

　

〃　
　

井
原
満
喜
子

　

〃　
　

本
田　

定
夫

　

〃　
　

田
枝　

保
住

　

〃　
　

林　

ユ
キ
エ

　

〃　
　

藤
原　

銘
治　

　

平
成
十
六
年
三
月
二
十

七
日
、
仮
理
事
会
に
お
い
て

評
議
員
が
選
任
さ
れ
、
評
議

員
会
に
お
い
て
理
事
・
監
事

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
二
年
で
す
。

理　

事　
　

定
数 
十
名

　

理
事
長　

生
原　

義
人

　

理　

事　

奥
津
一
冨
美

　
　

〃　
　

小
川　

平
造

　
　

〃　
　

宮
崎　

達
子

　
　

〃　
　

土
屋　
　

一

　
　

〃　
　

宮
島　

速
男

　
　

〃　
　

池
田
一
二
三

　
　

〃　
　

沖
田　

恵
子

　
　

〃　
　

生
内　

良
勲

　
　

〃　
　

吉
岡　
　

学

監　

事　
　

定
数 
二
名

　

監　

事　

森
口　

忠
士

　
　

〃　
　

赤
木　

盛
美

評
議
員　

定
数 
二
十
一
名

　

評
議
員　

生
原　

義
人

　
　

〃　
　

奥
津
一
冨
美

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

理
事
・
評
議
員
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こ
れ
ま
で
社
会
福

祉
協
議
会
で
行
っ
て

い
た
ベ
ッ
ド
や
車
い

す
等
の
介
護
機
器
の

貸
出
し
は
、
四
月
よ

り
哲
西
福
祉
会
で

行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

������
������
������
������
������
������
������
������

ベ
ッ
ド
・
車
い
す
等
の

ベ
ッ
ド
・
車
い
す
等
の

貸
出
し
の
お
知
ら
せ

  
貸
出
し
の
お
知
ら
せ
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和
や
か
に

家家家家家家家家家家家家家家家家
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家
族
交
流
会

　

六
月
二
十
七
日
、
哲
西
荘

デ
イ
ル
ー
ム
で
家
族
交
流
会

を
開
き
ま
し
た
。
十
三
名
の

ご
家
族
の
参
加
が
あ
り
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
と
食
事
を
囲

ん
で
和
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
舞
台
で
は
、

川
上
農
業
高
校
・
高
梁
城
南

高
校
の
生
徒
さ
ん
が
備
中
神

楽
を
披
露
し
て
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
行
っ
た
家
族
と
の

意
見
交
換
会
で
は
、
ご
家
族

の
皆
様
か
ら
、
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ

ば
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

七
月
八
日
、
哲
西
荘
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
、
哲
西

幼
児
学
園
の
園
児
と
一
緒
に

七
夕
ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」「
夏
バ
テ
し
な

い
よ
う
に
」
と
短
冊
に
願
い

を
込
め
て
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
園
児
と
一
緒
に

ナ
ス
や
み
ょ
う
が
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
使
っ
て
動
物
づ
く

り
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

願
い
を
込
め
て
・・・

願
い
を
込
め
て
・・・

七
夕
ま
つ
り

七
夕
ま
つ
り

七
夕
ま
つ
り

七
夕
ま
つ
り
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